
 HP-UX Fortran90と ACOS FORTRAN比較対応
 

藤井　等＊

ACOSで拡張されていた仕様のうち、HP-UX Fortran90でサポートされていない機能、及び仕

様の異なる機能について説明します。

(1) 宣言文、構文要素

下記を使用することはできません。

• 4倍精度複素数型

• $で始まる名前

• QUADRUPLE文

• QUADRUPLE PRECISION文

• COMPLEX DOUBLE PRECISION文

• DOUBLE PRECISION COMPLEX文

• ABNORMAL文

(2) 組込み手続き

　総称関数名を型宣言文で宣言すると、ACOSではその総称性を失いますが、HP-UXでは宣

言文が無視され総称性は失いません。また、異なる型で宣言すると、ACOS ではユーザ手続

きとして扱われますが、HP-UXでは宣言文が無視されます。

　さらに、以下に挙げる組込み関数・サブルーチン及びその個別名は使用できません。

① ビット操作

 　ICOMPL, COMPL, IEXCLR, FLD, ILS, IRL, IRS, ILR

 　また、IANDなどの引数は２個固定です。

② 数学・三角関数

 　EXP2, EXP10, EXPC, EXPC2, EXPC10, LOG2, POW, CBRT, CANG, IGCM, IRE, AMT, ERF,

   ERFC, GAMMA, ALGAMA, COTAN, ARSIN, ARCOS

③ 乱数生成

 　RANDT, FLAT, UNIFM1, UNIFM2, RANDOM, FRAND, FRANDI, IRANDI

   RAND,IRANDは使用できますが、ACOSとは同じ値を返さないので注意が必要です。

④ ベクトル関数

 　VMX, VMN, VMXA, VMNA, LVMX, NVMX, LVMN, NVMN, LVMXA, NVMXA, LVMNA, NVMNA

 

 ＊日本電気株式会社 第一コンピュータソフトウェア事業部



⑤ スイッチ処理

 　ISETSW, IRETSW, SLITE, SLITET, SSWTCH

⑥ エラー制御

   DVCHK, ERRANY, ERRCNT, FXDVCK,FXEM, ANYERR, FXOPT, FXALT

⑦ 入出力制御

   ATTACH, CNSLIO, CORFL, CREATE, DETACH, FCLOSE, FILBSP, FILFSP,MEDIA,

   LOGGIO, NASTRK, RANSIZ, SETFIB, YASTRK

⑧ CPU時間測定、日付

   CLOCK, CPTIME, DATIM, PTIME

⑨ その他

  BOOL, MODE, KOMPCH, ATCALL, BCDJIS, BINHEX, CALLCD, CALLGC, CALLGT,

  CALLSS, CONCAT, FDEBUG, FDUMP, FLOATCNV, FPARAM, FTERM, HEXBIN,  JISBCD

  RBREAK, NOCALL, NTCALL, SETIME, SORT/SORTD, TERMNO, TERMTM, USRCOD,

(3) 入出力機能

　下記の文および指定子は使用できません。

• 索引順編成入出力文および索引順編成入出力に関する指定子

• DEFINE FILE文

• FIND文

• PUNCH文

• ENCODE(a,f,ERR=l)k形式の ENCODE/DECODE文

• MAXREC指定子

• ACTION指定子

• NUM指定子

• r’n形式の記録指定子

• FMT指定子へのネームリスト名の指定

　また、下記問い合わせ指定子も使用できません。

• ACTION指定子

• WRITE指定子

• READ指定子

• READWRITE指定子

• BOTH指定子

• NEXTREC指定子

• SHIFTCODE指定子



 書式では、4倍精度実数型を編集する Q編集記述子（HP-UXでは入力時に残りのレコードを

得るたの編集記述子です）、および文字型、整数型、論理型に対する G 編集記述子が使用で

きません。また、下記形式の FORMAT文も使用できません。

 　　　FORMAT(V)

(4) 日本語

　HP-UX では、ACOS のような漢字 IN、漢字 OUT といった日本語の開始、終了を表すコ

ードはなく、1バイト文字と 2バイト文字を混在させて使用します。

HP-UX では、ACOS のような日本語型（NCHARACTER 文）や日本語定数（NC”…”や

NX”…”など）はサポートしていませんが、文字定数やコメント中に日本語を記述することが

できます。ただし、以下の点に注意して下さい。

• 代入文や部分列参照で日本語コードの途中で切れないようにすること

 下記のような代入では、2バイトの日本語コードが途中で切れてしまいます。

 　　　　　　CHARACTER*9 NI

             NI = “あいうえおかきくけこ”

(5) 指示行

　インクルードファイルや改ページ制御の指定方法は異なります。また、ソースプログラム

ファイル中へのオプションの記述方法も異なります。

① インクルードファイルの指定

 ACOSでは以下の形式でしたが、

 　　　　　INCLUDE (filename)

 HP-UXでは以下の形式です。

 　　　　　INCLUDE “filename”

   　　　　INCLUDE ‘filename’

② 改ページ制御の指定

　ACOSでは EJECT文によりリスト出力時の改ページを制御していましたが、HP-UXで

は、$PAGE指示行または改ページコード（CONTROL-Lコード）を使用します。$PAGE

指示行は、コンパイラがリスト出力時に改ページコードに変換してソースリストやクロス

リファレンスリストに出力します。改ページコードは、改ページを行うための直接のコー

ドであり、ユーザがソースプログラムを直接リスト出力する場合も有効になりますが、エ

ディタによっては扱えない場合もあります。

(6) その他

① 多重文

HP-UXでは多重文は使用できません。

② デバッグ行

　ACOS では、開始カラムが＊の行がデバッグ行ですが、HP-UX では、開始カラムが D

の行がデバッグ行であり、開始カラムが＊の行は注釈行として扱われます。



③ 文番号が割り当てられた変数

　ACOSでは、ASSIGN文により文番号が割り当たられた変数を以下の箇所に使用できま

すが、HP-UXでは使用できません。

• 計算形 GOTO文の文番号並び

• 算術 IF文の文番号並び

• CALL文の選択戻り指定

• 入出力文の誤り指定子、ファイル終了指定子

④ 算術 IF 文の文番号並びの省略

　ACOSでは、下記のように算術 IF文の文番号並びの文番号を最大 2個まで省略できます

が、HP-UXでは省略できません。

 　　　　　IF(e) 10,,

⑤ 実引数における名前取りの明示指定

 ACOS では、実引数と仮引数の受け渡しに値取りと名前取りがあり、下記のようにソース

プログラム中で名前取りを明示指定できますが、HP-UXでは常に名前取りとなります。

 　　　　  SUBROUTINE SUB(A,/B/)

⑥ メモリ割り付けの違い

 ACOSでは、手続き内のローカル変数・配列は常に静的領域に割り付けられていましたが、

HP-UXでは、既定値の場合スタック領域に割り付けられます。そのため、静的領域に割り

付くことを前提にしている以下のようなプログラムでは、+save オプションを指定してコ

ンパイルするか、もしくは SAVE文等をソースプログラムに記述しなければなりません。

 なお、このようなプログラムは、言語仕様上は禁止されています。

• ローカル変数・配列の値として初期値ゼロを期待

• return文実行後もローカル変数・配列の値が保持されていることを期待

 ただし、+save オプションは、以降で参照されないローカル変数への定義を削除するとい

った最適化が抑止されるため、性能低下の要因になる場合があることに注意して下さい。

⑦ データの内部表現・サイズの違い

ACOSでは 1バイト 9ビットで、1語 36ビットですが、HP-UXでは、1バイト 8ビッ

トで、1語 32ビットです。また、浮動小数点データの内部形式は IEEE形式です。このた

め、数値データで表現できる範囲あるいは精度が異なります。

    ⑧  ソースプログラムの形式

        HP-UXでは ACOSの自由形式は使用できません。


